
癌化学療法レジメン登録用紙

レジメン名
対象疾患 催吐リスク

高度
平成２９年１月４日 変更
令和元年９月１３日　ファルモルビシン→エピルビシンに変更
令和4年4月20日　エピルビシン用生食100ｍL30分→５０ｍL全開投与に変更

a)　　投与薬剤名と投与量、投与方法

薬剤名 量 投与方法
day1 ① パロノセトロンバッグ０．７５ｍｇ／５０ｍL＋デカドロン９．９ｍｇ ３０分で点滴

② 生食５０ｍＬ＋エピルビシン９０ｍｇ/ｍ2 全開投与

③ 生食２５０ｍＬ＋エンドキサン６００ｍｇ/ｍ2 ６０分で点滴

④ 生食１００ｍＬ １５分で点滴

※ イメンドカプセル（day１～３）＋経口デカドロン併用推奨

b)　　投与スケジュール

１コース２１日
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